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OnTime for Microsoft Teams セットアップ手順

• OnTime for Microsoft Teamsは標準ライセンスだけで以下の機能をご利用いただけます

• OnTime Desktopクライアントでも会議作成時に「Teams会議」を選択できるようになります

• Teamsのチーム/チャネルのタブに表示してチャネルメンバーのスケジュールを表示できます

• セットアップ手順は大きく４つです

1. Azure Active Directory でOnTimeをアプリとして登録します

2. OnTime管理センターから接続してアクセス許可を確認します

– この手順までで会議作成時に「Teams会議」が選択できるようになります –

3. Microsoft Teams連携用各種ファイルを準備します

4. Microsoft Teamsでアプリとして登録します

• Microsoft Teams(以後Teams)連携の仕様のため以下が必要です

1. OnTimeサーバーは証明書を利用したhttps接続を利用できる必要があります
設定方法は右のリンクからご確認ください https://www3.ontimesuite.jp/ssl-cert2/

2. OnTimeサーバーはTeamsからリダイレクト先として接続できる場所に存在する必要があります
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https://www3.ontimesuite.jp/ssl-cert2/


Azure Portalでアプリの登録を行う１
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• 利用するTeamsのテナントの Azure 
Portal に管理者でログインします

• Azure Portal から Azure Active 
Directory の「アプリの登録」を開きま
す

• 注意)本マニュアルでの構成

• Teamsを利用するテナントを
「ontime.biz」としてご説明しています

• OnTimeサーバーのホスト名は
「ontime.ontimedemo.com」として
ご説明しています



Azure Portalでアプリの登録を行う２
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• 「アプリの登録」で「新規登録」をクリッ
クします



Azure Portalでアプリの登録を行う３
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• 「名前」にはTeams上でもエンドユー
ザーには表示されない名前なので管理
上識別しやすい名前を入力します

• 「サポートされているアカウントの種類」
は「任意の組織のディレクトリ内のアカ
ウント」を選択します

• 「リダイレクトURI」にはOnTimeが動作
するホスト名とhtmlを指定します
「https://HOSTNAME/ontimegcm
s/code.html」
HOSTNAMEは適宜組織のサーバーで
書き換えてください

• 最後に「登録」をクリックします



Azure PortalでアプリケーションIDのコピー

7

• 画面が切り替わったら「アプリケーション
(クライアント)ID」をコピーして保管しま
す

• 「アプリケーション(クライアント)ID」は後
ほどOnTime管理センターで登録時に
利用しますので大切に保管します



Azure PortalでディレクトリIDのコピー
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• 同じく「ディレクトリ(テナント)ID」をコピー
して保管します

• 「ディレクトリ(テナント)ID 」は後ほど
OnTime管理センターで登録時に利
用しますので大切に保管します



Azure Portalで認証の設定を行う１
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• 「認証」タブに移動します

• 画面上ではトップに先ほど登録した「リ
ダイレクトURI」が表示されています

• 画面下の「暗黙の付与」が表示される
まで下にスクロールします



Azure Portalで認証の設定を行う２
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• 「暗黙の付与」では「アクセストークン」
にチェックをつけます

• その他は変更せずに「保存」をクリック
します



Azure Portalでクライアントシークレットの作成１
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• 「証明書とシークレット」タブをクリックし
ます

• こちらではOnTimeサーバーがアクセス
する際に自身のIDを証明する為の「ク
ライアントシークレット」を作成します

• 「クライアントシークレット」は「アプリケー
ションパスワード」と呼ばれることもあり
ます



Azure Portalでクライアントシークレットの作成２
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• 「新しいクライアントシークレット」をク
リックします



Azure Portalでクライアントシークレットの作成３
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• 「クライアントシークレットの追加」ダイア
ログが開きます

• 「説明」には識別しやすい名前を入力
します

• 「有効期限」は「なし」を選択します

• 内容がよろしければ「追加」ボタンをク
リックします



Azure Portalでクライアントシークレットのコピー
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• 先ほどの画面上に作成した「クライアン
トシークレット」が表示されています

• 「値」をコピーして保管します

• 「値」はこのタイミングでコピーしないと二
度と取得できないのでご注意ください

• 「値」は後ほどOnTime管理センターで
登録時に利用しますので大切に保管
します



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定１
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• 「APIのアクセス許可」タブに移動しま
す

• こちらではOnTimeサーバーがAzureAD
にアクセスする内容を定義します



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定２
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• 「Microsoft Graph(1)」をクリックしま
す



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定３
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• アプリケーションに必要なアクセス許可
の種類にある「委任されたアクセス許
可」と「アプリケーションの許可」から「委
任されたアクセス許可」を選択します

• 「offline_access」にチェックを付けます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定４

18

• 次に「openid」にチェックを付けます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定５
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• アプリケーションに必要なアクセス許可
の種類にある「委任されたアクセス許
可」と「アプリケーションの許可」から「ア
プリケーションの許可」を選択します



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定６
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• 「Calendars.ReadWrite」にチェックを
付けます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定７
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• 次に「Directory.Read.All」にチェックを
付けます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定８
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• 次に「Group.Read.All」にチェックを付
けます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定９
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• 次に「GroupMember.Read.All」に
チェックを付けます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定１０
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• 次に「User.Read.All」にチェックを付け
ます



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定１１
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• 最後に「アクセス許可の更新」をクリッ
クします



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定１２
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• 「“テナント名”に管理者の同意を与え
ます」をクリックします



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定１３
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• 確認画面で「はい」をクリックします



Azure PortalでAPIのアクセス許可を設定１４

28

• 了承メッセージを確認します。

• 最後に「APIのアクセス許可」の一覧の
項目がマニュアルと一致しているか確
認します

• Azure Portalでの作業はこれで完了
です



OnTime管理センターでアプリ登録します１
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• OnTime管理センターにログインして
「MS TEAMS設定」タブに移動します

• OnTimeで登録しているテナント(もしく
はドメイン)すべての設定行が表示され
ています
左図では既に登録されているテナント
も表示されています



OnTime管理センターでアプリ登録します２
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• Microsoft TeamsでOnTimeを利用
予定のドメインの行に先ほどのAzure 
Portalの作業で保存した「アプリケー
ション(クライアント)ID」、「クライアント
シークレット(アプリケーションパスワード)」
と「テナント(ディレクトリ)ID」を設定しま
す



OnTime管理センターからアクセス許可を確認１
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• 「ドメインを保存して同意する」をクリッ
クします

• リストの右に表示されていない場合は
設定画面を右にスクロールしてリンクを
表示してクリックしてください



OnTime管理センターからアクセス許可を確認２
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• 先ほどのTeamsのテナントのAzureAD
環境にアクセスするための管理者アカ
ウントを選択した後、アクセス許可の
承諾画面が表示されます

• 「承諾」ボタンをクリックします



OnTime管理センターからアクセス許可を確認３
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• OnTimeからのアクセスが成功したら
左図のような画面が表示されます

• 表示されたらブラウザタブを閉じてくださ
い

• メッセージが違う場合は管理者にご相
談ください



OnTime管理センターからアクセス許可を確認４
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• OnTime管理センターでの作業はこれ
で完了です



OnTime側のconfig.htmlファイルを登録１
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• Microsoft Teamsのアプリ登録画面
用のconfig.htmlファイルを生成します

• ダウンロードしたOnTimeプログラムの展
開したフォルダ内の「teams」フォルダに
移動します

• フォルダ内の「add-url-config.cmd」
をマウス右ボタンメニューから「管理者と
して実行」をクリックします



OnTime側のconfig.htmlファイルを登録２
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• コマンドプロンプトが開き、OnTimeサー
バーのホスト名を要求されます

• 左図のようにホスト名を入力してエン
ターします

• 左図ではOnTimeサーバーのホスト名を
「ontime.ontimedemo.com」として
ご説明しています



OnTime側のconfig.htmlファイルを登録３
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• 画面の通りこのフォルダと共にTomcat
のwebappsに保存されます

• メッセージの通り何かキーを押してコマン
ドプロンプトを閉じます



OnTime側のconfig.htmlファイルを登録４
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• フォルダ内にもバックアップとして
config.htmlファイルが作成されていま
す



Teamsのアプリ登録用zipファイルの作成１
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• Microsoft Teamsのアプリ登録用の
zipファイルを作成します

• 同じく「teams」フォルダで作業します

• フォルダ内の「manifest.json」をテキス
トエディターで編集します
本マニュアルではメモ帳を使用します



Teamsのアプリ登録用zipファイルの作成２
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• 左図の２つの四角枠の部分を修正し
ていきます

• 「validDomains」の既存の３つのドメ
イン情報は削除し、ご利用の組織の
OnTimeサーバーの情報に変更します

• 「configurationUrl」もご利用の組織
のOnTimeサーバーの情報に変更しま
す

• 次ページで具体的に登録する内容に
ついて説明します



Teamsのアプリ登録用zipファイルの作成３
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• 左図はOnTimeサーバーのホスト名を
「ontime.ontimedemo.com」として
ご説明しています

• 「validDomains」のドメインには
OnTimeサーバーのドメインを指定する
ので“*.ontimedemo.com”と設定し
ます

• 「configurationUrl」には先ほど作成
したconfig.htmlファイルを指定するの
でHOST名だけデフォルト値から修正し
てください

• 前述の接続するOnTimeサーバー名か
ら”https:// 
ontime.ontimedemo.com 
/teams/config.html”と設定します

• 両編集後にファイルを保存します



Teamsのアプリ登録用zipファイルの作成４
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• 保存した「manifest.json」ファイルと
「img」フォルダをまとめたzipファイルを
作成します

• 画面上では上記二つを選択した状態
からマウス右ボタンで「送る」「圧縮(zip
形式)フォルダー」を選択し実行します



Teamsのアプリ登録用zipファイルの作成５
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• 名前は自由に設定してください
本マニュアルでは「ontimedemo.zip」
です

• 出来上がったzipファイルは次に行う
Microsoft Teamsのアプリへ登録する
作業で使用しますので保管しておきま
す



Teamsへアプリの新規登録１
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• Teams サービス管理者にてMicrosoft 
Teamsを開きます

• 画面左下の「アプリ」をクリックします

• 作業はEdgeかChromeをお勧めしま
す



Teamsへアプリの新規登録２
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• アプリ画面に切り替わります

• 「カスタムアプリをアップロード」をクリッ
クします

• さらに「[組織]のアップロード」をクリック
します



Teamsへアプリの新規登録３
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• 先ほど作成したzipファイルを選択しま
す



Teamsへアプリの新規登録４
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• アプリカテゴリに[組織]が表示され、中
に「OnTime」アプリが登録されていま
す

• エラーが表示される場合は管理者にご
相談ください

• IE11を使用している場合はエラーにな
る可能性があるのでEdgeかChrome
をお勧めします



続いてチームのチャネルにアプリの追加１
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• チームの所有者はご希望のチャネルで
「＋(タブを追加)」をクリックします



続いてチームのチャネルにアプリの追加２

49

• 「OnTime」アプリをクリックして選択し
ます

• 画面の一覧で見つけにくい場合は右
上の検索窓に「ontime」と入力して検
索してください



続いてチームのチャネルにアプリの追加３
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• 「追加」をクリックします



続いてチームのチャネルにアプリの追加４
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• OnTimeURLが表示されている右下の
「Use these settings」をクリックします



続いてチームのチャネルにアプリの追加５
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• 正常に保存できれば画面のように
「The settings have been saved」と
表示されます

• 「保存」をクリックして作業を完了しま
す



続いてチームのチャネルにアプリの追加６
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• チームの画面に戻ったらタブに
「OnTime」が追加されMicrosoft 
Teams用のOnTime画面が開きます



補足
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• 以降はチームにメンバーの追加削除が
行われるとOnTime上のメンバーの表
示も自動で追加削除されます

• 各チームのチャネルでは各チームの管理
者が「OnTime」タブを追加できます

• OnTime上でメンバーのイベント(予定)
に対する権限はOnTimeの設定に準
拠します


